
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標                 

郷土を愛し、学ぶ意欲をもち、心豊かで、たくましく生きる児童の育成 

箱根町立箱根の森小学校 
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学校では、「地域のよさに気付き、地域の未来を考えようとする子」をめざす「箱育」に取り組んでいま

す。 

 「箱育」は、「はこねタイム」という名称で取り組まれており、学級だよりや子供たちの時間割にも明

記されています。積極的に地域に出掛け、出掛けた場所で出会う「人・もの・こと」との関わりを深め

ながら、まずは「箱根のよさ」に気付き、他地域の様子と比較するなどの学習を行いながら、この先も

ずっと、そのよさを大切にできる心を育てていきたいと思っています。取組の一部を紹介します。 

はこねタイム 

 

6年生は、5月 22・23日で、日光修学旅行へ

出かけます。1～5年生まで、箱根のいろいろな

様子を詳しく学習してきた 6年生は、修学旅行

での見学コースを考える中で、箱根と日光の地

形が似ていることを知りました。せっかく直接

日光に行くことができるのだからと、箱根の様

子と比較しながら自然や生き物、歴史、お土産

品など、自分が興味をもったテーマで実地調査

をし、分かったことを学習報告会で伝える予定

です。この学習は、修学旅行へ行く 6年生が伝

統的に行っていますが、個々の興味関心により

年によってテーマが変わります。今年は、どん

な気付きにつながるか楽しみです。 

6 年生 日光調査団（総合） 
 

 3年生の社会では、地域の様子を詳しく知る

ための学習がスタートしました。宮城野・大平

台・強羅・元箱根の各地区を、地図を持って回

ります。学区が広いので、遠い地区は現地まで

バスで移動しますが、その他は、地図を見なが

ら自分たちの足で回ります。探検していると、

地域の方が挨拶をしてくださったり、お店の中

を見せてくださったり、子供たちの質問に答え

てくださり、本当にありがたいです。 

 撮影してきた写真と地図を見ながら、地区の

様子や特徴をまとめていきます。知っていたよ

うで知らない箱根のよさに気付き、楽しそうに

伝え合っています。 

3 年生 わたしたちのまち（社会） 

 

 6月 4日（木）8：30～14：50 

 朝から下校まで、一日公開しております。「は

こねタイム」で紹介した 6年生の学習報告会も行

います。普段の子供たちの様子を見に、足を運ん

でいただけると幸いです。 

学校公開日があります 
 

 森小の子供たちのがんばりや 

よさ、給食メニュー、自然豊か 

な学校の様子をホームページに 

て、公開しています。ぜひご覧 

ください。 

学校のホームページ紹介 

うらへつづきます 
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 5月 18日に、今年度最初の代表委員会がありました。そこでは、各学年の代表の子供たちと５・６年

生が所属する委員会の委員長が集まり、今年度のスローガンについて話し合われました。 

 今年のスローガンは、「挑戦と協力」です。「挑戦」と「協力」には、次のような思いが込められてい

ます。 

 ＊挑戦…新しい（まだできていないこと）、苦手なこと、日々の授業、 

運動会（種目、係など）等の行事、代表としての役割にチャ 

レンジしていこう！！ 

 

 ＊協力…みんなで取り組むときに、助け合ったり、支え合ったりしよ 

う。挑戦も力を合わせれば、乗り越えられる！！ 

 

 先日、朝会があり、その際に、学校生活の中で素敵な挨拶をしている子供たちを紹介しました。 

朝、「おはよう」の声を掛けると、顔をあげて目を合わせながら「おはようございます」と挨拶をす

る子。昼間、廊下で会うと自分から「こんにちは」と挨拶をする子。「挨拶は、心つなぐ魔法の言葉」

とよく言われますが、目を合わせたり、相手から声を掛けられたりすると、心がとても温かくなりま

す。そんな話をした翌日、本当に多くの子供たちが、顔をあげ、目を合わせて朝の挨拶をしたり、廊下

ですれ違ったときに、大きな声で「こんにちは」と声を掛けたりしてくれました。 

 

「こうすると、もっとよくなる」といったアドバイスを素直に聞き入れ、自分なりに表現したり取り

組んだりできるのは、森小の子供たちの本当に素敵なところです。 

子供たちが、自分たちで考え決めたスローガン。このスローガンに向けて、また、一回りも二回りも

大きくなる子供たちを支えていくと同時に、私たち職員も成長できるようがんばりたいと思います。 

挑戦と協力 

          
学校教育目標                 

心豊か 


